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京都大阪奈良神戸塚大津の

基盤構造についての夢想

⑧

12大阪平原の地下構造

1.はじめに

大阪をめぐる丘陵や平原下の地質調査をはじめた

のはたしか昭和24年(1947)の1月からで大阪の天

然ガスを開発するというのがその名目であった.

これより先昭和21年春ごろから地下資源調査所は津

山から上阪して公共事業による炭田開発調査をはじめ

金属･水寺にたいし役に立つ調査を行なってその目

的を達したことカミ少放くなかった.その時分東京の

本所や大学などでは調査経費がないのと食糧事庸

のために野外調査は開店休業のありさまであった.

大阪は民主主義でないとか応急調査とかショｰトプ

ランとかの閑な批判カミ関えてきた.しかし大阪に

は経済地質調査の申込みが殺到し猫の手を借りたい貝

がつづいた.二た昔だった今日になってみると地質

図のついた責任ある調査をしていたとはいうものの残

るものはほとんどなく経済地質調査のはかなさが身

に泌みるばかりである.もともとわたくしは地質が

大好きなアマチュアであるから永遠に残るものをめざ

している｡それで大阪のガス日ヨ開発についてはすぐ

間に合うものよりも将来に残り永く役に立つものを

めざした.それでこの調査のためにはこれまでの経

済調査に尽くし出張所を盛大にするために功績のあ

った人々をふりむけずどちらかといえばまだ出番の

回らない若い人や学究的な人々をふりむけて調査の

主体を大学研究所に任せ渉外や予算獲得などの世話

を福井三郎が当り出張所の人々には下座6業につ

いて貰ったわけである.その第一年の報告をまとめた

ものが地下資源協会発行の“地質"に残っているから

その中の“大阪の天然ガスについて"を見ると

I地質調査を
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平原地域の地下地質に関する資料の整理と含ガス層の考

察.河合正虎･清島信之

天然ガス生成の機構.根山次郎

地殻変動史.別所文吉

地下水及びガスの地化学的調査藤原健一下河原達哉

高橋博

VI地下水ガス及び合ガス層構成材料等に関する化学的並

に物理的性質の考察.村ト政嗣

が担当した.なおこの外第二次調査に出た人々は多い

が富田林方面を調査した中村頴三の外は今ちょっと

思い出せない.

そしてこの基礎地質と地球物理と地球化学に汎る多

くの調査報告を根気よく集聚し整理し総合して一般

大衆に解説して飽かしめず又専門家の間にも筋が

通っていると納得せしめたのは村上政嗣があった牟ら

で彼がなかったならば大阪天然ガスの調査報告は

支離支城のものとたり今日の大阪地質の発展はある

期間遅れたであろう､村上政嗣は昭和5年(1930)

京都大学理学部地質学教室の卒業で在学当時から木津

川･宇治川･淀川などにおいて浸蝕現象について研究

した.戦時中と難も己か道を歩み大陸に進出して

遼河･松花江･黒竜江から黄河の浸蝕にまで及んだが

黄河中流の包頭で観測中に終戦になった.大阪ガス

の調査について第一年度をまとめたのはこの帰還の

直後のことである.昭和7年に副手とし私カミ母校に

残った際小畠信夫とともに3人で1室に1年間いた

ことがあった.満州事変カミ始まっていたとはいえま

だ地質界はドン底の鍋底不景気時代で村上の同期は京

大はじまって以来の秀才揃いといわれたが3年経って

もまだ1人も就職していなかった.もう3人は正式に

結婚していたがそれが大学内に知られるのを恐れて

いた.何かどんよりと空は曇り圧迫するものがあっ

た.こんな中で村上は結婚式に中村を招待した.

中村は喜んだ.中村は他人の慶事を悦ばぬだろうと

皆勝手に想像していたのだ.室長格の小畠は長者の風

があったし村上も気カミ長く世間を知らなかったから

ここでの生活は気楽であった,中村もこの室が気がお�
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けぬとみえてよく現れて一流の漫談を聞かしてくれた.

呑気なようにみえても村上には一度やり出したらはな

さないねばりがあり又語学については特別な才能があ

り中村も舌を播いていた.当時伊太利語で水と山崩

れの本を読んでいたのを覚えている.今日殆んど外地

にいっていていろんな河の研究をしいろんな大学で

講義する運命はもうこの時分に決っていたように思わ

れる.村上はいわゆる世間的には成功したかった.

有名人となり学長の座に上るだけが偉いのではない.

村上のごときは真の世界的学者である.

大阪の演層一基盤を除く被覆層一古期洪積層一のちの

た砂･礫･粘土の互層であってその一部が淡水成層で

ある外は大部分が海成層である.これらの海成層は

有機物の埋没量カミ多くこれを含む粘土層が有力なメタ

ンガスの供給源となっている.これ等の層は中村新太

郎教授によって古期洪積層と呼ばれた地層にほぼ一致

するものでこれらの層を総括して大阪層灘と呼ぶこ

とにする.この層群は広大な範囲に汎って分布し地

表でみる限り400米に近い処があり中央に向って厚く

たっているものと想像されその厚さは千里山･枚方

でみる全厚の2倍位はあるものと思う.この層群の堆

積の時期は恐らく鮮新世から更新世に至るもので大

阪湾の前身である静かな浅い海底に堆積したものである.

所謂大阪層灘などを中心とし

二町台地地質図

その構造に関するものを“大.'池田市折､榊大学王野部地質学教室
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生駒山脈の地質調査の結果同山塊の成因は基盤榴曲

に起因する隆起に基づくものであることカミ明らかにな

った､その生成過程の種に大阪層灘が堆積成長したも

ので同層群の榴凸状態その他堆積機構の究明カミ惹い

てはメタンガス生成の機構に解決をもたらした.

枚方砂層(斗40米)

�

香里泥層(27米)

三井砂礫層(20米)

基盤(花南岩)

枚方砂層には亜炭を介在する

｢三魅丘陵地帯｣

地質系統

豊中段丘小野原段丘(5-10米)

穂強礫層桜井礫層(16-20米)

さ鰐/て鴛よ;4羊㍑欄､蝋㍊簑集)

基盤(石英斑岩)

島熊山礫層(78米)

八町池互層からは小豆色凝灰岩及亜炭がでるからこ

れを目安にして以前に調査した近畿地方の亜炭区域と

の対比カミできそうである.亜炭は三ツ池互層からも

でる.

地質構造

a)仏念寺山断層.西落で落差は三ツ池で160米寺内で140

米南になる程落差は減少する傾向を示す

b)小野原断層.並行する派生小断層を伴い北部山地との

間に小回帯を作る.20-50米の落差をもつ南方よりの衝

上断層と考えられる

何れの断層にあっても断層に近づくと地層が急に

傾斜を増し70㌧80｡に急変する.

これらの構造を概観するとa･bの断層に挾まれた

千里山茨木地域では北一南乃至北東一南西の走向で

東成は南東に緩斜する単斜構造で一般には!0｡を超え

ぬ傾斜であるカミ断層に近接すると走向は断層と並行

し傾斜は急変する.佐井寺付近に緩かな波状構造が

あり垂水･山ノ谷の線に断層が予想される.推定落

差は南落20米以内である.

小野原断層より北の地域は走向はほぼ断層に並行し

傾斜は一般に北へ10｡一15｡である.派生断層は多い.

仏念寺断層の西側に於て茨木累層は北東一南西の豊

中向斜を作り南西に開けた緩か恋沈降を示している.

一般の傾斜は5｡一10､ある.

｢枚方丘陵地帯｣

地質系統

臓塚山砂礫層(凌丘堆積物)(±5米)

北河内累層

地質構造

本地域の大部分はきわめて緩かな3｡一5切傾斜を示し

波状櫓曲が辛して分る程度である.然し丘陵の西縁に

至ると俄に20｡一30｡又はそれ以上の急傾斜を呈する.

この現象は必ずしも断層の影響のみでなく丘陵形成

の機構とも関係カミある様に思われる.山麓地帯では

大いに趣を異にし礫層の走向がほぼ花商岩の境に並行

する場合でも傾斜は甚だ強く決して堆積時の原傾斜

を示していない.

榴曲構造より見ると枚方台地に於ては香里の北方

から茄子作に至る東西の線を主軸とした1ツの複向斜

がありその両翼の小摺曲は北に背斜2向斜1南

に背斜2向斜2があるが何れも極めて緩かな傾斜を

為し複向斜軸は僅かに傾きつつ東に沈降する.南

縁星田には北酉一南東軸の向斜がある.

a)香里断層走向N25.W傾斜50.Wで蹉駝山北方の

路傍に見られる.走向断層に近く落差不明であるが

10米を超えるものと考える.この断層の南端は泰部落

附近迄と思われ逆断層と推定する.

b)打上断層走向N45丁傾斜70｡一80.Wで打上付

近を通る.付近の地層の傾斜は錯雑しているが垂直に

近く此処に香里泥層の画境を為して2本の断層が存在

するものと思われるが或は此処が1ツの摺山帯を為すも

のかも知れない.この断層は南西に延びて平原内に没す

るが坪井･忍ケ岡間では地層に大き匁喰遠いは無い.

落差は不明南東よりの衝.正二断層の疑がある.

c)星田断層泉旧の東を南北走する断層で傾斜は60｡一

70.Wである.落差其他の性質は不明であるが正断層

で向斜構造と関係がある様である.

枚方丘陵地の形成された過程を考えるのに数段の段

丘は当然北河内累層の間歓的隆起によって生じその

際隆起の速度は地域によって相違していたであろう.

即ち同時期の隆起でネ山塊に近いほど大であったと

考えられる.

之は小規模の地塊運動を行ったもので生駒山塊の榴

曲隆起カミ地下に存在した裂瞬によって差を生じ中心

程大きく辺縁部ほど小さかった為めに之が其上の堆

積層の傾斜に影響して著しい時は断層となり弱い時

には携曲を造ったものと考えられる.打上断層はそ�
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の顕著な例であって源地塊の裂酵の方向によっては

衝上断層を生じ得るものである.

['生駒山西麓地帯｣

生駒山脈は常に西側に急で東側に緩かに傾く.若

し浸蝕で欠損した部分を充填したとするときわめて緩

かな非対称の基盤背斜の形態カミ出現する.

従来生駒山脈は地形の上から見てホノレストと解釈さ

れ喧伝されていたものであるが槙山次郎博士の提唱

に依り傾動地塊であると修正され辻村博士等は山脈

の大阪側斜面を生駒断層崖と呼んだ.黙るに今回の地

質調査に基づき生駒山脈は基盤榴曲に依って生成さ

れたものなる事が明らかとなった.

基盤面は今でこそ400米を超える山地を造っているが

大阪層灘の堆積開始直前は頗る低平な準平原に近い丘

陵に過ぎなかったと信じられる.その理由は西麓の大

阪層灘が細粒の堆積物より成り到底急崖下のもので

はあり得ないからである.この事は東斜面の奈良県

側の地層に就いても同様で山麓にあっても決して背

後の山の閃緑岩の大磯を含むことなく大部分は花開岩

の解離した粗砂で遠来の古生層細円礫を含み又花商

岩の分解生成物である蛙目粘土から成立っている.只

石切で大阪層灘を不整合に被覆する洪積世扇状地成層

は背後の生駒山の急崖下に出来たものである.この

地域には枚方地域に見られたような明瞭た段丘面カミ保存

されていないが局部的には不完全ながら数個の面を指

摘出来る.

地質系統

新扇状地堆積層

離

基盤(花闇岩領家錯盤)

大阪層群中には蛙目粘土あるが凝灰岩層は見当らない

地質構造

生駒山は閃緑岩や斑拐岩より成り準平原化した時に

は200米紙のモナドノックを形成していたと思われる.

一度平原に近い状態にあった生駒山脈は大阪層群が大

阪平野に堆積し始めた頃から徐々に隆起を始めて基

盤背斜を形成するに至ったカミその勢は恐らく今日迄も

及んだものであろう.基盤背斜の成長は理論的にも

多くの断層を伴うものであるがそれは走向方向と横

断又は斜断方向の断層系を造る.急斜している脚部に

は走向に並行して幾つかの曲面断層カミ出現する.そ

の高部は垂直で一見正断層の如くであるカミ低部では

摺上断層の形式となる.摺動転位総量は1断層に就

いてはさして大きくはない.生駒山脈の西麓では

石切以北四条畷付近迄の間の花商岩斜面に摺上断層の

露頭を追跡出来る.之は主断層ではない.それより

低位にあって石切の大阪層群の基盤との境界をなすも

のがこの地帯では最大であろう.然し露頭は石切･

1ギド付近にはない.孔舎街村池ノ端南方の小丘に露出

するものが唯一である.クサエサカ駅の西方では断

層そのものが露出していたいが大阪層群の礫層に多数

の勇断面(副断層)を生じているのを見る事が出来る.

H下では断層に沿い噴出した玄武岩が見られる.

即ち生駒断層崖の下には崖地形に合致する断層を欠き

逆に逆断層が発達しているのを見る.而もこの断層自

体は地形を支配する程の大規模のものでなく基盤摺

曲に伴う幾多の滑動面の内あるものが合併してやや著

しく発現したに過ぎたい.走向断層は西麓に発蓬した

数多の小さい横行断層により切断される.多くは東西

に近い走向をもつ.中には山脈を横断する胴切断層が

あるが決して大きいものではない.恩智信貴断層は

幾分地形に現われているが実際は落差も少なくただ

山麓に僅少の出入凸凹かみられる程度以上の地形的影響

はないものである.

｢上町台地地帯｣

大阪市街地の東部に大阪城付近より漸起し比高15

米内外を保ち漸次住吉付近に沈む幅2粁.長さ10粁

内外に亘る丘陵カミある.,本地域は上町台地或は俗に

大阪山脈と呼ばれる.

上町台地の標高は大阪城の南側より四天王寺付近

にかけて20米内外大阪放送局付近では最高27.05米

に達するが漸次南に向って低くなり住吉付近で10米

以下となる.台地の東側は傾斜緩やかに西側は一般

に急で特に生魂神社付近より聖天山付近にかけて10～

!5米の断崖を以て大阪平野に臨む.開析は比較的進

み東西方向の谷が多い.

地質系統

筐載鰹瓢一顯

上町累層/上町上層(±5米)

大阪基盤層

上町累層は北北東方向の軸をもつ緩かな背斜をなし

聖天山付近ではその西翼は20分東翼は9分の微傾斜

を示し北より南に2分内外の傾きを以て地下に没して

いる.住吉砂礫層は上町累層を緩やかな傾斜不整合

を以て被覆する.�
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人阪を現る地質構洲鐵炉
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第2図

これで大阪の天然ガス調査の第一年度の報告から主

として被覆層の地質並びに地質構造についての抜粋は

終った.大阪の天然ガスの調査がはじまる前には勿

論こういう結果を予測していたわけでは在く予測し

た者は前から生駒山脈の成生について興味をもち独

創的な意見をもっていた横山ぐらいのものであろう.

大阪の地下に天然ガスが存在することは数10年前から

知られていた.発見の端緒は池･沼･運河等に浮び上

る気泡･道路工事･溝掘･襲丼の際の噴気などである.

しかし境川に於て自家用に供せられるものカミある外

殆んど利用せられるものがなかった.これが利用･開

発の機運が起り出したのは敗戦後のガソリンの不足と

新潟･千葉などに於て水溶性天然ガスカミ事業として

成功していることが知られだしたからである.わた

くしははじめこの相談をうけたとき戦前京都で大村

一歳カ仲村新太郎に話していたことを思い出した.

場所は新潟であったか秋田であったか今ははっきり

しないカミ油田のトラップを造る新第三紀層の背斜構

造がその被覆層に反映しそれが更に現在の地形に露れ

ている.それを見付けて大村カミ新油田を発見したと

いう語で中村はこれに対しあり得べきことだとして

いたことである.トラップカミ現在の微地形に反映す

ることは米国の油田地帯で河流のメアンダｰする処

を考察して井戸を掘ること秋日擁物川河原の数年洪

水カミあっても水のつかね処を掘って石田義雄カミ今日

の八橋油田を発見したことたどを思い出した.猶羽

田重吉は石田義雄から大阪の天然ガスについて奈良

平原が面白いという話を聞いてきた.私は大阪の天然

ガスは深層(第三紀層)の石油系天然ガスに由来してい

ると思っていたから大阪の天然ガスを開発するという

ことは偉い仕事だ.亜炭田開発のように2-3年

で終る応急調査やショｰトプランでできるようなもので

はなく少なくとも15年以上を要する本格的なロングプ

ランで行がたくてはならぬ.その上基礎調査をしっか

りやらねば行きづまると思ったからじぶんのところ

のスタッフは下座の業についてもらって永く存続す

る京大･阪大･市大荏とから地質調査の人材にでてもら

い地質ばかりでなく地球物理･地球化学の人にまで

参加して貰った｡予算はその当時としては彩大なも

のになったが流石は大阪である.赤間文三知事はこ

ころよくこれを認めた.

ちなみに村上カミ｢俗に大阪山脈という……｣といっ

ているのはこの時大阪の水･天然ガスを開発するた

めには大阪城一天王寺の南北に走る隆起地帯を中心と

しこれをめぐる地質の解嚇ミ重要なことを強調して

耳目に入れようとしてわたくしカミ名付けたものであっ

た.

こんだ経緯カミあったのでまず大阪の古地図をあつめ

大阪の古地理の研究を村上政嗣にお願いした.

古地理

大阪の地形に関する古地図に依れば地質時代の古大

阪湾は殆んど埋没せられて陸化し旧大阪市地域は28

個の離島を成していた.この離島を抱く地域は古大

阪湾の名残りを僅かにとどめる.又古大阪湾の東口で

ある淀川は守口付近で湾内に注ぎ西口である大和川

は二条に別れて北上しその南のものは天王寺に於て

湾に注ぎその北のものは鶴橋付近に於て湾に注いだ.

大阪離島の配列を観るに大阪湾の南辺天王寺から北

クニ

辺柴高との間に5ツの島が南北に殆ど密着して列び

その東及び西に灘餓ミ不規則に刻んでいた1この形

は更新世に於ける古大阪湾が基盤榴曲運動並びに正常

福曲をなしつつ次第に上昇し埋没した過程を現して

いる.

これに現在の大阪市の地図を比較してみると一番異

っている処は住吉一天王寺一大阪城を連ねる上町台地

カミ最低16米･最高25米｡水準面からの高さを保ってい

ることである.俗に大阪山脈と称されるものが之であ

る.承徳2年の古地図ではこの間に4ツの湾カミ入り

現在の大阪山脈に当る処を横断している.この事実

は承徳2年即ち画歴1098-1949年(昭和24年)の間の851

年間にこの地帯カミ最低16米隆起したことを現すもの�
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である.之は全く地質時代から継続した基盤櫓曲運動

･平常摺曲運動の結果である.

古地理上から大阪山脈のことが明瞭になった.こ

れと大阪をめぐる被覆層の構造との関係はどうであろ

うか.

大阪を現る地質調査並にボｰリングに依る大阪地下の

岩層の配列によって大阪層群とその上の地層カミ基盤

榴曲によって堆積すると共に正常榴曲の結果南北の

軸を中心として摺曲していることが判った.その背斜

軸の明らかなものは3ツある.

1)枚方一生駒山一信貴山を通る背斜で背斜の西翼は河内平

野に向い東翼は奈良平野に向って傾斜する.之を生駒

背斜と名付ける

2)三.島丘陵一上町台地を連ねる所謂大阪山脈を通る背斜であ

る.千里山以西の新第三系は西に向って傾斜し(豊中

市を中心とした)小背斜が存在するがその背斜軸も南西

に向って沈みこの大背斜の西翼に抱合せられる.千里

山以東の新第三系は東に向って傾斜する.上町台地の

新第三系はほぼ水平であるが精査によってその東翼は東

に向って9分西翼は西に向って20分傾斜し背斜軸は南

に向って緩く沈下している.千里山一上町台地の背斜は

相連続した1ツの背斜であって之を大阪背斜と名付ける
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3)第3の背斜は大阪背斜と生駒背斜との中間大阪背斜寄り

に存在するもので両者に並行して南北方向に走る.本第3図

背斜はボｰリングの柱状図の対比によって存在が知られた

以上は大阪をめぐる丘陵と平原下にある被覆層一大阪

層群の構造の大要であるが当時は更にその下に存在す

るかもしれない.第三紀層の様相がわからずまして

石油系天然ガスや石油の存在そのものカミ判らなかっ

たためにそのトラップを探るために探掘をすること

ができなかった.大阪には今日でも深井戸がないから

1,000米以深のことはほんとうにはい晋んとして分ら

ない.この時が深井戸を掘るいい機会であったがこ

れを逸したのはかえすカミえすも残念である.ここで判

っただけの成果は水溶性天然ガスの開発はもとより

地盤沈下の問題を考える地質的デｰタとして使用され

ることになった.

地盤沈下問題

昭和24年ごろ都市に於ける地盤沈下間題がようや

くやかましく匁ゆ大阪におけるガス田開発の問題もこ

れを無視してはできないことになった.24年の末東

京から地盤沈下委員60名が西下し中ノ島中央公会堂に

於て大阪側の委員と協議することになった.大阪の

委員として地質側から横山次郎と別所文吉が参加した.

東京側の委員は殆んど土木･物理系の人々からなり地

質出の人は両3名しかなくしかもほとんど発言しな

かった.西大阪の地盤沈下について嚢に災害科学研

究所においては地下情勢の観測と沈下機構の研究を

なし｢沈下現象の主要因は地下水圧低下に依る粘土

層中の圧密作用の促進なり｣と断定した.この研究は

大阪府港湾技術調査会によってつづけられ24年度に

公表された結論もほぼ災害科害研究所の成果を裏付け

ている･これは当然大阪府の地下水汲上げ制隈の勧告

となった.大阪側の地質調査によって判明した事実を

昭和10年以降昭和22年に至る沈下量図と対比すると地

盤の上昇地区は千里山一上町台地即ち大阪背斜の線に治

りて沈下地区はその西翼であることが削る.この地

盤の動向は鮮新世以来の櫓曲運動に伴う大阪背斜軸の

運動と全く一致する.之によって大阪背斜を中心と

する地盤の隆起運動は更新世なる地質時代から今日に

至る迄連続して行なわれた造山運動であることが明ら

かである.

大阪背斜軸の上昇に伴う当然の結果としてその両翼

をなす地層カ瀧曲しその傾斜を大ならしめそれカミ自

然その表層の沈下となって現われる.即ち酉大阪の地�
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盤沈下は地質時代から継続して行なわれている造山運

動の現れとして大阪背斜の上昇に伴う局部的の沈下で

あり之によって表層の圧密が加速され真の上昇速

度が見掛上減少される事はあり得る.そして地下水

圧の低下による粘土層の圧密促進はたまたまこの諸原

因に並行して行なわれた副原因の1ツである.

というのが地質側の意見であった.

いろいろの批判はあったが大阪天然ガス会社カミ造ら

れ深度100-200米の5弁を掘り日産1,O00立方米の

ガスを得てトラック15台を動かして半年にして新規

事業の端諾を開いた.しかし其後ガソリンが自由に入

ってきたためこの事業も成立しなくなったのは残念

である.

大阪山脈をめぐる山々

この時分わたくしは万代に住んでいた.そこは帝塚

山につづく大阪山脈の脊梁の一部で宅地はまだ造成さ

れておらず一面の花の栽培地であった.その間を造

蓬しているとまだ澄んでいた地平には生駒山脈カミたな

びき二条山から葛城･金剛までも見られた.この山

脈には何か日本らしからぬ大興安嶺や北朝鮮の山々を

思い出させるものカミある.帰化人が多く定着したのに

はこんな自然的要因カミあれぱこそであろう.天気の

�
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現地形と古地固の比較圖
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よい目には海をへだてて六甲かたたなわっているのが見

えた.この方は砂漠の中から陰山やまだ見ぬ天山の

赤い氷を見るようでまことにこの国にはめづらしい.

雄大にしてエキゾチックなながめである.報告で

みられるとおりこれらの山波は基盤櫓曲の形であると

考えられていた.このことは今でも変らないと思う.

日本では古生界や中生界の地層が榴曲を閉じ終っ

てその極板に達し岩石が硬化したものが準平原化

して事実上第二の基盤となってこれがゆるい擁曲を

存すものを基盤榴曲といっている.私はこれを大阪

平原をめぐる地質にあてはめることに疑問をもってい

ることはこの作文を初めから読んでいただいた方には

もう察しられたことであろうと思う.

古生層が榴曲を閉じ終って岩石が硬化して事実上第

二の基盤となっている処はたしかに存在する､京都

地方や岐阜･大垣地方などがそれであるがたとえば

根尾地方のように岩層の傾斜は6ぴ以下で榴曲のと

じてい恋い処も少放く｡ない.若狭小浜地方などもそれ

である.又すでに紹介した近畿地方の領家地帯では

古生層は花筒岩などの送入によって変身しているから

古生層そのものとはいえないがそうでない処もある.

かような地域では古生層あるいは古生層の変身した岩

層の中にできている榴曲(断層)が今もなお継続して

生長しつつあることは“山岳の静動"に

･･一･7rおいて萌いた地向斜が起上して生じた背斜

卯〃一生軸そのものである根尾断層が明治24年

4､､､の濃尾地震で生動したことで明らかである･

e善したがってわたくしはとくにべつに二次

基盤の摺曲と､いうものを考える必要はた

いと思う.たとえ準平原化によって硬

化した二次基盤のような岩層ができても

大.坂議書I古生層の中にもとからあった榴曲は依然

嚢e萎…1筆として同じ場所に存在し生長し活動を

つづけているのである.たとえてみれば

榴曲という芽が生長しつつあるとき準平

‡同一

撃倍｡一原化という伐採にあって]且消失するよ

妻≡野草三竈

蟹'王三■一一うにみえるが.それは消失した訳ではなく

淫葦……一地質構造はその上に堆積した被覆層中に同

じ位置に薬となって復活するものであ

るとしたほうがすっきりしている.大

阪山脈はこうしてできたものであると思う.

い
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ここで最後にもう一度地背斜堆積物が

起上して背斜となったため変身してできた

ところの根尾向斜の延長についてのべ

たい.日本海の青海からNNE-SSWに

第4図�
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近畿中部地質

構造線と根尾

向斜の雌跡概

図(中村新太

郎)

○ユ0203040501011

延びて根尾を通って伊吹山に出これから鈴鹿山脈を

南下して錫杖ケ岳付近から領家地帯に入って岩層の

配列にその離跡をとどめ高見山付近でメデアン･ライ

ンに近ずくかここから北上して大和高原の西麓に現

われ奈良付近で大和平原をトラバｰスして松尾山か

ら生駒山に出て大阪平原下に没するが再び六甲山に

現われこれから岩層の構造にその雛跡を残し南東に

向かって淡路島に達する.この根尾向斜の延長の雛跡

は奈良から淡路までゆるい馬蹄形を画き大阪山脈は

その馬蹄形の中央の線にあたる.

この岩層の構造に露れた雛跡は根尾向斜(地背斜)

の延長でG層の変身したものであるという作業仮説

によれば六甲生駒を含む南西に広げた馬蹄型は古生

海中に存在したかつての地背斜を意味するものでその

元号は主として石灰岩と輝縁凝灰岩からなっていた.

馬蹄型の内はこの地背斜にかこまれた地向斜でその

元号は主として頁岩･砂岩からなっていたと思われる.

これらは起上して地背斜が向斜に地向斜が背斜にた

っているから大阪山脈はその地向斜カミ背斜に変ったも

のである.これはもちろん古生層の背斜ではなく古

生層の変身した岩層一恐らく花庸岩類の背斜構造が準

平原化した上を被覆した地層(大阪層鮮)の中に生じ

た元の背斜の薬であり元の背斜の反映である.(断

っておくが大阪山脈の西側の断層は“山岳の静動"地

域の根尾断層に当るような背斜の軸面そのものに一致

するような軸面断層ではなく地下の背斜を反映した隆

起に伴う正断層にすぎない.

この断層並に大阪山脈の延長である隆起帯は前する

に従い走向を西に転じ北一南のものが酉一東に現在

は海岸線に並行する傾向がある.

現在の大阪湾の形は大阪層群の堆積した鮮新一更新

期とはいわずその骨組はすでに古生代に造られたもの

である.

わたくしがこの物語を書きはじめたのは昨年の夏ご

ろであった.それは金剛･葛城の各々を分け入って

趨蓬し次がら悠々と構想を練りながら書き去り書き

来るつもりのものが文章に造れて1月からは山歩き

を中止し文章に没頭して4月に至り室内で夢想する

ことのみが多くなったから構想も小さくたり面白

く校くなったことを読者にお詫びしなけれぱ校らたい.

4月!目は山歩きの目を生駒山麓の大石神杜に桜花を

尋ねて杖をひいた.思うことはやはり数ケ月書いてき

た大阪山脈をめぐる近畿の基盤橘曲のことである.わ�
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たくしは大地構造にふれての神秘に

たのである.

しばしば花を忘れ②

おわりに

ながい間お読み下さいまして有難うございました.

文章の生硬なのは私の生来のものであることはさり

なカミら難かしい漢字が多いのは引用の原文が大正

年間前後のものか多いのをできるだけ原文によったか

らです.この点編集･校正の方にご迷惑をかけまし

た.この文章の云わんとするところは地質構造を支

配するものは断層ではなくて摺曲であってそれは

今もつづいておりその隆起･沈降は静かに行なわれ

ている.中にも注意すべきものは背斜の軸面に一致

する断層の存在でこれが地下深処の震動を地表に伝達

する.中央日本の内帯で歴史時代に起きた大震は

この軸面断層の生動であることである.

山稜部に乗っている舟底型の構造は古生海の地背斜

堆積物たる石灰岩と緑色岩から出来ているものが起上

して向斜となっているものであるがそのまわりは小

規模な衝上によってとり囲まれている.この衝上は古

生海の地背斜の堆積物と地向斜の堆積物(頁岩角岩

(砂岩))という異質の岩石の界に生じた破端が発達し

て衝上となったものであるから舟底構造と内と外とに

かかわらずその岩石は元来同時堆積のものであるから

その走向傾斜は賂調和する.この舟底型構造を造る衝

上の野外地質的特性に就てのべると普通の低角度･

大きな衝上面の走向はどこをとってもほぼ同じだが

舟底型を作る衝上の走行は随所に変わるのである.

これもいわずもカミなのことであるがこの種の石灰岩

の1･2の露頭の走向のみを見て埋蔵量を計算するこ

とは絶対に禁物である.石灰岩の延長と幅員とを取り

違えることがあるからである.(ポｰリング又はトレ

ンチを行えば万全であるがそれカミできないときは上

盤又は下盤をなすチャｰト･頁岩など(輝緑凝灰岩はだ

め)の安定した地層との界をたしかめることはもっと

も必要である.そおすれぱ石灰岩のほしいままた層

内摺曲にだまされることはない.話が枝葉に走ったが

元に戻すと次に力を濃いだのは古生層地に領家コン

プレックス地の問題である.これには古生層を作る岩

層と領家コンプレックスを造る岩石の物理的性質を

実験した上でのものを基礎にしなければならないが野

.外地質的にみると

①古生層地の摺曲構造の離跡は領家コンプレックス地の中

に於て生きている.根尾向斜一鈴鹿山脈一生駒山脈一六

甲山塊など.

古生層地の断層は領家コンブ㌧ックス地に入っでその多く

は消失する.中村の近畿地方の構造線図は近畿の断層

を表した最も信頼すべきものであるが断層の密集してい

るのは古生層地で断層の殆どないのは領家コンプレ

ックス地で両者の領域はこの断層のみを表現した図か

らも明瞭に読みとれる.軸面断層は例外でなくここ

に入って消失している.

領家コンプレックス地は巨視的には東西に汎る低地帯

であるがこの申に入ってみると最近の隆起地帯と沈

降地帯とが判然と分かれている.隆起生駒1⊥1脈･

大阪山脈･六甲山塊沈降大阪平原･奈良平原など

これに対し古生層地は一般に高さは±600mの準平原川

地をたしていて丹波高原･濃飛高原につづいている.

古生層地には根尾断層･浅井断層･(安曇川断層)などが

生動し激烈匁地震が起っているのに対し領家コンプレ

ックス地にはさほどの大震は起ってい粗い.しかし洪

積期に入ってからの隆起運動は盛んで歴史時代に入って

からの大阪山脈のそれは年に2cmの割である.しか

しこれは衝撃的に地震を伴うような性質のものでなくい

うなれぱ山岳の静かたる隆起がある.

これらを整理して中央日本の大震の野外地質的考察

を脱稿した.いずれ校正を完した後不目本誌にのせ

たいと思っている.

筆者が文筆を弄するがものはもとより本意とするとこ

ろではない.昨年5月から本年5月まで丸一年と云っ

ても実査したのは32目にすぎぬが金剛･葛城山系を

遣蓬した.構造をしらべるのが目的であったが基礎

知識がないのにはどうしようもなく生まれて初めて中

道にして調査を拠って高野山に移動し7月までに9

日間実査した.今年は仏像構造線と古生層中にたた

み込まれた中生層に興味をもち紀州と四国をみたいと

思っている.もちろんその片鱗である.

参考書引用文献はその都度本文の中で詳しく紹介

しておいたので最後に再認しないのカミ私の流である.

では御機嫌よう.完(筆者は元所員現大岡ボｰリングKK)
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